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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和3年11月18日(2021.11.18)

【公開番号】特開2021-130823(P2021-130823A)
【公開日】令和3年9月9日(2021.9.9)
【年通号数】公開・登録公報2021-042
【出願番号】特願2021-78556(P2021-78556)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｄ 201/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   4/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ  201/00     　　　　
   Ｃ０９Ｄ    4/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年9月24日(2021.9.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）活性化されたメチレン基またはメチン基中の酸性プロトンＣ－Ｈを少なくとも２
つ有する反応性成分Ａを含む架橋性成分と、
　（ｂ）活性化された不飽和基を少なくとも２つ有する反応性成分Ｂを含む架橋性成分と
、
　（ｃ）反応性成分ＡとＢとの間でのＲＭＡ反応を活性化できる触媒Ｃと、
　（ｄ）反応性成分Ａまたは反応性成分Ｂと反応できる１つ以上の官能基Ｘを含む部分と
、アルコキシシラン基ではない基材表面に吸着するか、それと反応する、１つ以上の官能
基Ｙを含む部分と、を含む１つ以上の接着促進剤Ｐと、
を含むＲＭＡ架橋性組成物であって、
　反応性成分Ａはマロネートまたはアセトアセテートであり、反応性成分Ｂはアクリロイ
ルであり、前記１つ以上の官能基Ｘは、マロネートまたはアセトアセテートと、および／
またはアクリロイルと、反応でき、
　官能基ＸおよびＹの両方は、分子からぶら下がっている官能基であり、
　前記１つ以上の官能基Ｘは、一級アミンもしくは二級アミン、水分で脱ブロックできる
一級アミンまたは二級アミン、チオール、イソシアネート、エポキシ、またはＲＭＡ反応
性成分Ａ’もしくはＢ’からなる群から選択され、前記官能基Ｙを含む部分に架橋基Ｒを
介して任意選択で連結され、
　前記１つ以上の官能基Ｙは、窒素含有複素環官能基、またはアルコール、ジオールもし
くは水分で脱ブロックできるジオール、トリオール、アミドおよび尿素もしくは置換され
た尿素からなる群から選択される極性官能基である、
ＲＭＡ架橋性組成物。
【請求項２】
　接着促進剤Ｐの重量は、接着促進剤Ｐと前記反応性成分Ａ’またはＢ’との付加物の場
合には反応性成分Ａ’またはＢ’の重量を含まないが、前記架橋性成分の総重量に対して
０．１～１０重量％である、請求項１に記載のＲＭＡ架橋性組成物。
【請求項３】
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　前記成分Ａ、Ｂ、Ｃのうちの１つ以上を含む２つ以上のパーツを含むパーツのキットと
いう形態である、請求項１に記載のＲＭＡ架橋性組成物であって、
　（ａ）少なくとも１つのパーツは、触媒Ｃを含むがＡおよびＢを両方とも含むことはな
く、好ましくはＡもＢも含まず、
　（ｂ）少なくとも１つのパーツは、触媒Ｃおよび、成分Ａ、Ｂ、Ｃまたはさらなるコー
ティング添加剤のうちの１つ以上を含まず、
　（ｃ）前記キットのパーツのうちの１つ以上は、前記接着促進剤Ｐのうちの１つ以上を
含む、
ＲＭＡ架橋性組成物。
【請求項４】
　前記ＲＭＡ架橋性組成物は、成分Ａが主にマロネートである架橋性成分を含む、請求項
１に記載のＲＭＡ架橋性組成物。
【請求項５】
　前記１つ以上の官能基Ｙは、前記架橋性成分中のＲＭＡ反応性成分Ａおよび／またはＢ
と同じであるか異なっているＲＭＡ反応性成分Ａ’またはＢ’である、請求項１に記載の
ＲＭＡ架橋性組成物。
【請求項６】
　前記水分で脱ブロックできる一級アミンまたは二級アミンは、ケチミン、アルジミンま
たはオキサゾリジンである、請求項１に記載のＲＭＡ架橋性組成物。
【請求項７】
　前記１つ以上の官能基Ｙは、ピリジン、イミダゾール、環状アミド、ピロリドン、モル
ホリン、トリアゾール、ベンゾトリアゾールまたは環状尿素という群から選択される窒素
含有複素環基である、請求項１に記載のＲＭＡ架橋性組成物。
【請求項８】
　前記１つ以上の官能基Ｘは、多官能性の反応性成分Ｂ’である、請求項１に記載のＲＭ
Ａ架橋性組成物。
【請求項９】
　前記接着促進剤Ｐは、前記多官能性の反応性成分Ｂ’と窒素含有複素環官能基との反応
生成物であり、前記反応生成物は、官能基Ｘとしての１つ以上の反応性成分Ｂ’と官能基
Ｙとしての１つ以上の複素環官能基とを含む、請求項８に記載のＲＭＡ架橋性組成物。
【請求項１０】
　前記接着促進剤Ｐは、ポリアクリロイル、好ましくはトリアクリロイルまたはテトラア
クリロイル、とイミダゾール、トリアゾールまたはベンゾトリアゾールとの反応生成物で
ある、請求項１に記載のＲＭＡ架橋性組成物。
【請求項１１】
　前記１つ以上の官能基Ｘは、多官能性の反応性成分Ａ’である、請求項１に記載のＲＭ
Ａ架橋性組成物。
【請求項１２】
　前記接着促進剤Ｐは、官能基Ｘがアミンである接着促進剤Ｐと多官能性アセトアセテー
トとの反応生成物であって、前記反応生成物は、接着促進剤Ｐにエナミン結合を介して結
合した官能基Ｘとしてのアセトアセテート基を含む、請求項１１に記載のＲＭＡ架橋性組
成物。
【請求項１３】
　前記接着促進剤Ｐは、多官能性アセトアセテート、好ましくは三官能性アセトアセテー
ト、とアミノメチルピリジンとの反応生成物である、請求項１２に記載のＲＭＡ架橋性組
成物。
【請求項１４】
　前記接着促進剤Ｐは、水分で脱ブロックできるジオール官能基Ｙとしてのケタール、ア
セタール、オルトエステルまたはエポキシ、を含む、請求項１に記載のＲＭＡ架橋性組成
物。
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